
3 ３１９号　令和６年（２０２４年）４月３０日発行予算特別委員会

総　　括

市税
５１８億８０７０万円
（４０．６％）

市税
５１８億８０７０万円
（４０．６％）

土木費
７１億５４８万
２千円（５．６％）

土木費
７１億５４８万
２千円（５．６％）

教育費
２６６億５２３９万３千円

（２０．８％）

教育費
２６６億５２３９万３千円

（２０．８％）

衛生費
８１億
６７８４万円
（６．４％） 

衛生費
８１億
６７８４万円
（６．４％） 

　　公債費
３９億６９６１万７千円（３．１％）  
　　公債費
３９億６９６１万７千円（３．１％）  

　　　総務費 
１５１億４３７９万４千円
（１１．８％）　

　　　総務費 
１５１億４３７９万４千円
（１１．８％）　

その他
４６億９３万

２千円（３．7％）

その他
４６億９３万

２千円（３．7％）

国庫・都支出金
３６６億７８万６千円
（２８．６％）

国庫・都支出金
３６６億７８万６千円
（２８．６％）

    市債
７２億３６５０万円（５．７％）
    市債
７２億３６５０万円（５．７％）

　繰入金
１０８億５８７５万
１千円（８．５％）

　繰入金
１０８億５８７５万
１千円（８．５％）

その他
２１２億
５３２６万３千円
（１６．６％）

その他
２１２億
５３２６万３千円
（１６．６％）

歳
入

１
２
７
８
億
３
０
０
０
万
円

歳
出

民生費
６２１億８９９４万２千円

（４８．６％）

民生費
６２１億８９９４万２千円

（４８．６％）

委
員

　
防
災
意
識

啓
発
事
業
の
う
ち
、

学
生
と
連
携
し
て

取
り
組
む
子
ど
も

た
ち
の
防
災
教
育

に
つ
い
て
、
令
和

６
年
度
の
内
容
は
。

防
災
危
機
管
理
課

長
補
佐

５
年
度

の
総
合
防
災
訓
練

で
、
子
ど
も
が
楽
し
み
な
が
ら
防

災
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
と
し
て
、

中
央
大
学
の
学
生
と
協
働
し
た
事

業
を
実
施
し
た
が
、
学
生
の
発
想

力
や
行
動
力
の
高
さ
等
か
ら
大
変

好
評
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
６
年

度
も
引
き
続
き
中
央
大
学
の
学
生

と
総
合
防
災
訓
練
で
連
携
を
図
る

こ
と
を
考
え
て
い
る
。
内
容
は
、

親
子
で
楽
し
ん
で
防
災
訓
練
に
参

加
し
、
防
災
を
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
も
の
を
、
４
月
以
降
に
進
級
し

て
新
た
に
携
わ
る
こ
と
に
な
っ
た

学
生
と
共
に
協
議
し
て
い
く
。

令和 6年度各会計別予算額
区　　分 令和６年度 令和５年度 伸び率（％）

一　般　会　計 1278億3000万円  　　 1194億円            　　 7.1

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 242億7618万1千円　 247億2808万3千円　 △1.8

後 期 高 齢 者 医 療 66億6431万3千円　 63億1687万円     　 5.5

介 護 保 険 193億7508万6千円　 202億2958万7千円　 △4.2

公 共 用 地 16億6217万8千円　 9億2056万5千円　 80.6

計 519億7775万8千円　 521億9510万5千円　 △0.4

合　　計 1798億 775万8千円　 1715億9510万5千円　 4.8

公営企業
会　　計

競 走 事 業 873億7390万7千円　 893億3512万円  　　 △2.2

下水道事業 66億 21万6千円　 63億1438万8千円　 4.5

合　　計 939億7412万3千円　 956億4950万8千円　 △1.8

全会計の合計 2737億8188万1千円　 2672億4461万3千円　 2.4

委
員

　
生
活
保
護
費
予
算
は
こ
こ

２
年
の
傾
向
に
お
い
て
前
年
度
比

で
減
少
し
続
け
て
い
る
が
、
そ
の

理
由
は
。
ま
た
、
一
方
で
外
国
人

の
受
給
者
は
増
え
て
い
る
の
か
。

生
活
福
祉
課
長
補
佐

コ
ロ
ナ
後

に
景
気
が
回
復
し
て
き
て
い
る
中

で
、
生
活
保
護
廃
止
と
な
る
方
も

増
加
し
て
い
る
。
一
方
で
、
申
請

の
件
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
ま

た
、
高
齢
世
帯
数
の
増
加
に
伴
い
、

死
亡
に
よ
る
廃
止
が
増
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
要
因
に
よ
り
、
生
活
保

護
受
給
世
帯
は
減
少
し
て
お
り
、

予
算
に
つ
い
て
も
近
年
の
実
績
や

動
向
を
勘
案
し
て
計
上
し
て
い
る
。

な
お
、
外
国
人
の
受
給
世
帯
数
は
、

過
去
５
年
程
度
の
傾
向
と
し
て
は

横
ば
い
で
あ
る
。

委
員

　
新
総
合
体
育
館
の
基
本
構

想
策
定
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
は
。

ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
推
進
課
長
補
佐

総
合
体
育
館
移
転
関
連
事
業
は

第
７
次
府
中
市
総
合
計
画
前
期
基

本
計
画
に
お
け
る
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、

令
和
７
年
度
ま
で
の
取
組
と
し
て
、

委
員

　
令
和
６
年
４
月
か
ら
供
用

が
開
始
さ
れ
る
、
子
ど
も
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
「
は
ば
た
き
」
に
お

け
る
教
育
相
談
の
体
制
は
。

教
育
支
援
担
当
主
幹

現
行
の
教

育
セ
ン
タ
ー
で
の
教
育
相
談
は
、

心
理
士
等
を
12
人
配
置
し
平
日
午

前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
開
設

新
た
な
総
合
体
育
館
の
役
割
や
機

能
な
ど
を
明
確
に
し
、
移
転
に
向

け
た
整
備
方
針
等
を
定
め
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

基
本
構
想
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

専
門
性
の
確
保
と
効
果
的
で
効
率

的
な
検
討
体
制
の
整
備
の
た
め
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
に
業
務
支
援

を
委
託
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

検
討
の
場
と
し
て
学
識
経
験
者
等

に
よ
る
新
総
合
体
育
館
基
本
構
想

検
討
協
議
会
を
組
織
す
る
。

し
て
い
る
。
「
は
ば
た
き
」
移
転

後
は
、
現
在
の
受
付
時
間
に
加
え

水
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
、
第
２

及
び
第
４
土
曜
日
は
午
前
９
時
か

ら
正
午
ま
で
相
談
時
間
を
拡
充
し
、

そ
の
時
間
に
対
応
で
き
る
心
理
士

を
増
員
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
相

談
記
録
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
就

学
な
ど
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
が
変
わ

る
際
に
、
保
護
者
同
意
の
も
と
次

の
支
援
担
当
へ
相
談
内
容
等
を
引

き
継
ぐ
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

内
容
は
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き

た
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
結
果
や

事
業
手
法
な
ど
の
整
理
、
敷
地
の

活
用
方
針
の
策
定
支
援
及
び
、
事

業
者
の
募
集
要
項
等
の
作
成
に
つ

い
て
の
支
援
が
挙
げ
ら
れ
る
。

委
員

　
教
育
セ
ン

タ
ー
移
転
後
の
跡

地
の
検
討
状
況
及

び
そ
れ
に
関
わ
る

令
和
６
年
度
予
算

の
内
容
は
。

財
産
活
用

課
長
補
佐

７
年
度

に
、
教
育
セ
ン
タ
ー
機
能

が
旧
し
み
ず
が
お
か
高
齢

者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
へ
移
転
す
る
こ
と
に
伴

い
、
４
年
度
か
ら
敷
地
活

用
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

６
年
度
は
、
公
有
財
産
活

用
推
進
事
業
費
と
し
て
１

６
７
０
万
１
０
０
０
円
を

予
算
計
上
し
て
、
教
育
セ

ン
タ
ー
敷
地
に
係
る
公
民

連
携
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
等

業
務
を
委
託
す
る
。
委
託

の
答
申
で
は
、
対
象
施
設
の
う
ち
中
央

文
化
セ
ン
タ
ー
、
保
健
セ
ン
タ
ー
及
び

ふ
れ
あ
い
会
館
の
３
施
設
は
複
合
化
し
、

こ
れ
に
よ
り
生
じ
る
ふ
れ
あ
い
会
館
跡

地
を
民
間
利
活
用
す
る
こ
と
、
ま
た
、

府
中
駅
北
第
２
庁
舎
は
、
行
政
と
し
て

の
活
用
を
継
続
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
内
容
を
踏
ま
え
て
令
和
６

年
度
の
基
本
方
針
を
策
定
し
て
い
く
。

子
ど
も
・
子
育
て
応
援
基
金

委
員
　
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
基
金
が

創
設
さ
れ
る
が
、
そ
の
活
用
策
は
。

政
策
経
営
部
長
　
保
健
・
福
祉
基
金
か

ら
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実
を

担
う
役
割
を
抽
出
し
、
更
に
、
第
７
次

府
中
市
総
合
計
画
前
期
基
本
計
画
に
掲

げ
る
４
つ
の
基
本
目
標
に
係
る
教
育
や

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
な
ど
、
幅
広

く
子
ど
も
の
た
め
に
実
施
す
る
施
策
・

事
業
に
対
し
て
、
分
野
横
断
的
に
活
用

す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

基
金
と
い
う
性
質
上
、
臨
時
的
に
実
施

す
る
事
業
に
対
し
て
活
用
す
る
財
源
と

い
う
考
え
が
あ
り
、
子
ど
も
や
子
育
て

家
庭
へ
の
支
援
に
関
す
る
各
主
管
部
課

か
ら
の
提
案
事
業
に
対
し
て
、
幅
広
く

活
用
し
て
い
き
た
い
。

け
や
き
並
木
の
保
全
計
画

委
員
　
馬
場
大
門
の
ケ
ヤ
キ
並
木
は
、

国
の
天
然
記
念
物
指
定
か
ら
１
０
０
年

を
迎
え
る
が
、
今
後
の
保
全
に
向
け
た

計
画
等
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長
　
令
和
６
年
度
か

ら
、
策
定
後
16
年
が
経
過
し
た
保
護
管

理
計
画
の
更
新
に
取
り
組
み
、
古
木
の

再
生
や
落
枝
に
よ
る
事
故
の
防
止
に
適

し
た
剪せ

ん

定
を
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、

都
立
農
業
高
校
と
連
携
協
定
を
締
結
し

た
ケ
ヤ
キ
並
木
保
護
更
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
府
中
第
一
小
学
校
及
び
府
中

第
一
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
を
含
め
た

小
中
高
連
携
に
よ
り
、
け
や
き
の
古
木

の
種
子
か
ら
苗
木
を
育
成
し
て
お
り
、

保
護
管
理
計
画
更
新
の
中
で
、
け
や
き

並
木
へ
の
補
植
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　▲教育センター

令和 6年度一般会計予算款
かん

（科目）別内訳

財

政

調

整

基

金

委
員
　
財
政
調
整
基
金
は
、
突
発
的
な

財
政
需
要
が
生
じ
た
際
に
非
常
に
有
効

で
あ
る
と
聞
く
が
、
令
和
６
年
度
に
お

け
る
、
当
該
基
金
の
目
標
設
定
額
は
。

ま
た
、
そ
の
設
定
額
に
対
す
る
市
の
評

価
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

政
策
経
営
部
長
　
４
年
度
か
ら
の
基
金

の
積
立
て
と
活
用
の
方
針
に
お
い
て
、

財
政
調
整
基
金
の
基
本
額
は
80
億
円
と

す
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
基
本
額
を
維
持
し
て
い
る

現
状
の
評
価
と
し
て
は
、
社
会
経
済
情

勢
が
不
透
明
な
時
代
に
お
い
て
、
状
況

に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
対
策
を
機
動

的
に
実
施
す
る
た
め
の
、
財
政
的
な
よ

り
ど
こ
ろ
に
な
る
も
の
で
あ
る
と
捉
え

て
い
る
。

予

算

の

特

徴

委
員
　
令
和
６
年
度
に
お
け
る
予
算
の

特
徴
を
聞
き
た
い
。

政
策
経
営
部
長
　
６
年
度
は
、
市
制
施

行
70
周
年
を
記
念
す
る
事
業
や
、
府
中

の
森
芸
術
劇
場
整
備
な
ど
投
資
的
経
費

に
係
る
事
業
の
ほ
か
、
国
の
給
付
金
事

業
を
実
施
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
過
去

最
大
の
予
算
規
模
と
な
っ
た
。
人
件
費

や
扶
助
費
な
ど
増
加
す
る
義
務
的
経
費

に
確
実
な
財
源
措
置
を
行
う
と
と
も
に
、

新
設
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
基
金

や
各
種
基
金
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
98

の
新
規
・
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
事
業
を
は
じ

め
、
子
育
て
支
援
、
防
災
・
減
災
対
策
、

環
境
・
資
源
循
環
、
Ｄ
Ｘ
、
に
ぎ
わ
い

の
創
出
な
ど
、
近
年
の
行
政
課
題
に
幅

広
く
対
応
し
た
予
算
と
な
っ
て
い
る
。

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

委
員
　
第
３
次
府
中
市
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
推
進
プ
ラ
ン
の
モ
デ
ル
事
業

「
府
中
駅
周
辺
公
共
施
設
の
効
率
的
な

更
新
と
活
用
」
に
お
け
る
対
象
施
設
の

今
後
の
方
向
性
は
。

総
務
管
理
部
長
　
市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
モ
デ
ル
事
業
検
討
協
議
会
か
ら

新
総
合
体
育
館
基
本
構
想
策
定

そ

の

概

要

は

子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の

教

育

相

談

体

制

は

生
活
保
護
費
予
算
減
額
の
要
因
と

外
国
人
の
生
活
保
護
受
給
状
況
は

教育センター跡地

検討に関わる予算は

防 災 意 識 啓 発 事 業

学生との連携に関する内容は


